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A4 判並製　382 頁　本体２万円　付録 DVD—ROM ビデオ

　筆者は 1968 年卒業後東京大学医学部付属病院脳神経外科に入局し，恩師佐野圭司先生の側頭葉てんか

ん手術の助手を務めたことなどから，てんかんに興味を持ち，東京警察病院では脳神経外科部長の石島武

一先生に機能外科とりわけてんかん外科の基礎を学んだ。卒業５年後の 1973 年には真柳佳昭先生の推薦

でパリ・サントアンヌ病院脳外科で Talairach 教授，Szikla 博士に定位深部脳波ビデオ同時記録 SEEG

（stereotactic Video - EEG）による焦点同定および発作焦点およびその関連部位のてんかん切除外科を２年

間徹底的にご教示して戴き，一生をてんかんの外科治療に捧げる礎となった。卒業後 45 年余り臨床経験

を積み重ね，かねてより企画していた『難治性てんかんの診断と治療』を刊行する運びとなった。願わく

ばこの本によって，てんかんに苦しむ患者さんおよびその家族の方にはてんかんの外科治療を理解して戴

きたい。さらに脳神経外科の若手医師達にはてんかん外科の治療について興味をもって戴き，一人でも多

くてんかん外科の専門医を志していただける事を祈念している（「はじめに」より）。
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